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▼
買
い
物
難
民
の
解
消
に
、

移
動
販
売
の
活
用
を
計
画

平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
、
私
が
地
域

相
談
員
と
し
て
配
置
さ
れ
た
以
後
、
綾
織

町
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
福
祉
部
門
を
担

う
「
困
り
ご
と
意
向
班
」
の
一
員
と
し
て

活
動
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
内
の
買
い

物
難
民
の
解
消
を
目
標
と
し
て
移
動
販
売

事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
は
、
独
居
高
齢
者
を
対
象

に
移
動
販
売
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
な
っ
た

上
で
、
市
内
の
移
動
販
売
業
者
と
協
議
を

重
ね
、
従
来
の
販
路
に
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

を
取
り
込
ん
で
い
た
だ
き
、
販
路
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
利
用
者
は
事

業
開
始
前
の
三
倍
以
上
と
な
り
、
三
十
名

程
度
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
度

末
に
は
、
停
車
場
所
の
写
真
と
お
お
よ
そ

の
到
着
時
間
を
記
し
た
「
移
動
販
売
マ
ッ

プ
」
を
全
戸
配
布
し
さ
ら
な
る
利
用
者
の

増
加
を
図
り
ま
し
た
。

▼
買
い
物
し
な
が
ら
見
守
り
が
で
き
る

移
動
販
売
は
、
買
い
物
難
民
の
解
消
に

効
果
を
持
つ
と
同
時
に
「
住
民
の
集
い
の

場
」
に
も
な
っ
て
お
り
、
週
に
二
度
の
販

売
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
利
用
者
の
方

も
大
勢
い
ま
す
。
集
ま
っ
て
買
い
物
す
る

こ
と
で
、
利
用
者
相
互
の
見
守
り
と
移
動

販
売
業
者
に
よ
る
見
守
り
の
二
重
の
見
守

り
が
さ
れ
る
こ
と
も
利
点
で
す
。
移
動
販

売
業
者
の
方
に
は
、
利
用
者
の
様
子
に
変

化
が
あ
れ
ば
「
丸
ご
と
相
談
員
」
や
「
地

区
セ
ン
タ
ー
」
に
連
絡
を
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
お
り
、
「
安
心
・
安
全
な
地

域
づ
く
り
」
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

▼
『
で
き
る
こ
と
』
を
活
か
し
て

綾
織
町
で
は
、
こ
れ
以
外
に
も
今
後
も
、

町
民
主
体
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
継
続
し

な
が
ら
、
町
全
体
が
よ
り
暮
ら
し
や
す
い

町
に
な
る
た
め
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
『
で
き
る

こ
と
』
を
活
か
し
た
支
え
合
い
の
仕
組
み

づ
く
り
を
行
い
、
互
い
に
で
き
る
こ
と
を

支
援
し
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
年
を
重
ね
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が

継
続
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

※生活支援コーディネーターの活動を紹介します。
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TOWN DATA

－ 綾織町 －
（令和3年5月末現在）

人 口 1,580人
（うち65歳以上人口 652人）

世帯数 ６３４世帯
（うち高齢者一人世帯 130世帯）
（うち高齢者二人世帯 156世帯）

令和３年６月号もくじ ・・・ P１ 「地域で支える、助け合いの仕組みづくり」（綾織町） ／
P２~３ 地域の安心・安全、地域防災の充実を推進 ／P４「宮守町支援調整会議について」（宮守町）

移動販売車での買い物の様子。会話を交わしながら、
買い物を楽しんでいます。

町内全世帯に配布された「移動販売マップ」。地図を
使用し停車場所を分かりやすく示しています。

「
地
域
で
支
え
る
、
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
」

―

移
動
販
売
の
販
路
拡
大
と
、
移
動
販
売
マ
ッ
プ
作
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て―

丸
ご
と
相
談
窓
口
綾
織
地
区
担
当

菊
池

律
子



□個別計画（災害時要支援者個別計画）

災 害時避 難行 動要支 援者 の個別 支援 計画とは、い
わゆる災害弱者と言われる、一人暮らしの高齢者、要介
護者、障がい者等が、災害時にど のような避難行動をと
ればよいのかについて、あらかじめ自ら確認しておいて
いただくために、一人ひとりの状況に合わせて作成する
個別の避難行動計画です。

□調査対象者（避難行動要援護者名簿登載対象者）

住民基本台帳等を参考に次に該当する方を調査対象者として抽
出しています。
①七十五歳以上のみの高齢者世帯
②重度障がい者（身体障害者手帳１・２級、療育手帳

Ａ級、精神保健福祉手帳１級所持者）
③介護保険要介護３以上の要介護者
④上記以外で必要と認められる者

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
早
十
年

が
経
過
し
、
そ
の
時
の
教
訓
か
ら
防
災

意
識
が
高
ま
る
き
っ
か
け
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
十
年
の
間
に
も
平
成
二
十
八

年
の
台
風
十
号
の
襲
来
な
ど
の
大
き
な

災
害
を
経
験
し
ま
し
た
。
多
く
の
災
害

は
自
然
災
害
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
近

年
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
る
災
害
対
応
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
お
い

て
、
安
心
・
安
全
、
地
域
防
災
の
充
実

を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

－ 「新たな地域支え合い」で取り組む日ごろのつながり －

昨
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
生
活
に
与
え
た
影
響
の
調
査
並
び
に

災
害
時
避
難
行
動
個
別
計
画
※
（
以
下

「
個
別
計
画
」
）
の
作
成
を
目
的
と
し
た

「
高
齢
者
等
見
守
り
体
制
整
備
事
業
」
を

遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
業
務
を
委
託

し
ま
し
た
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

も
た
ら
し
た
生
活
影
響
調
査

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
生
活

に
与
え
た
影
響
の
調
査
結
果
は
右
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

回
答
総
数
は
二
千
四
百
四
名
で
あ
り
、

訪
問
し
た
世
帯
へ
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
伴
う
生
活
へ
の
不
安
の
聞

き
取
り
、
②
①
の
内
容
か
ら
支
援
の
必
要

性
を
査
定
、
③
状
況
に
応
じ
て
関
係
機
関

と
の
協
議
、
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
で
は
、
家
族
・
親
族
の
帰
省
が
制

限
さ
れ
た
（
一
六
、
三
〇
％
）
、
通
院
・

感
染
・
重
症
化
へ
の
不
安
（
一
四
、
四
〇

％
）
な
ど
、
人
と
人
と
の
交
流
機
会
が
減

少
し
た
こ
と
と
、
感
染
症
へ
の
不
安
を
感

じ
て
い
る
と
い
う
回
答
が
多
く
を
占
め
ま

し
た
。

▼
不
安
は
新
型
コ
ロ
ナ
へ
よ
り
、

人
と
の
交
流
が
減
少
し
た
こ
と

昨
年
の
調
査
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
不
安
を
抱
え
る
よ
り
、
家

族
・
親
族
の
規
制
が
制
限
さ
れ
た
り
、
外

出
の
機
会
が
減
少
し
た
な
ど
、
人
と
人
と

の
交
流
機
会
が
薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
声
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
交
流
す
る
機
会
が
得
ら
れ
に
く
く

な
っ
て
い
る
現
状
を
把
握
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
て
も
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

個
々
の
感
染
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
、

普
段
の
あ
い
さ
つ
、
見
守
り
な
ど
些
細
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
お
く
こ

と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の
繋
が
り
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

2

高
齢
者
等
見
守
り
体
制
整
備
事
業
を
終
え
て

（上位5つ）

用 語 解 説



3

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

▼
訪
問
に
よ
る
個
別
計
画
の
作
成
調
査

調
査
の
対
象
者
は
、
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
登
載
対
象
者
※
（
以
下
、
「
調
査

対
象
者
」
）
で
あ
る
、
三
千
九
百
十
六
名

の
方
々
の
世
帯
を
遠
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
が
個
別
訪
問
し
対
面
に
よ
る

調
査
を
実
施
、
追
加
調
査
と
な
っ
た
二
十

二
名
の
方
を
含
め
た
三
千
九
百
三
十
八
名

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
を
実
施
し
た
人
の
う
ち
、
個
別
計

画
の
作
成
に
同
意
さ
れ
た
方
は
二
千
八
百

九
十
二
名
で
す
。
訪
問
し
た
世
帯
の
中
に

は
避
難
場
所
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
緊
急

連
絡
先
を
決
め
て
い
な
か
っ
た
り
と
、
本

調
査
で
改
め
て
自
身
の
避
難
行
動
に
つ
い

て
知
る
機
会
と
な
っ
た
世
帯
も
あ
り
ま
し

た
。実

際
に
は
、
訪
問
時
に
不
在
で
個
別
計

画
を
作
成
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
世
帯
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
引
き
続
き
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▼
新
た
な
地
域
支
え
合
い
の
構
築
へ

向
け
た
取
り
組
み
を
展
開

前
年
度
に
作
成
調
査
を
行
っ
た
個
別
計

画
情
報
を
活
か
し
て
今
年
度
も
遠
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
業
務
を
委
託
し
ま

す
。

①
個
別
計
画
情
報
の
追
加
調
査
、
更
新
、

加
除
等
の
整
備
及
び
管
理

地
区
セ
ン
タ
ー
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト(

施

錠
可
能
）
を
配
置
し
、
個
別
計
画
を
保
管

し
ま
す
。
区
長
、
民
生
児
童
委
員
、
自
主

防
災
組
織
へ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

な
お
、
新
た
な
調
査
に
つ
い
て
は
、
地

域
相
談
員
（
丸
ご
と
相
談
員
）
が
中
心
と

な
っ
て
あ
た
る
予
定
で
す
。

②
個
別
計
画
（
提
供
同
意
者
に
限
る
）
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
情
報
を
も
と

に
、
『
新
た
な
地
域
支
え
合
い
』
づ
く
り

に
向
け
た
支
援
を
展
開

市
が
有
し
て
い
る
個
別
計
画
、
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
を
も
と
に
、
『
新
た
な

地
域
支
え
合
い
』
づ
く
り
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
地
域
相
談
員
を
中
心
と
し

て
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
な
ど
の
地
域
福

祉
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

(

イ
メ
ー
ジ
図
を
参
照
く
だ
さ
い)

▼
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
、
地
域
防
災

推
進
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
を
検
討

市
で
は
、
昨
年
度
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
地
域
づ
く
り
、
人
の
つ
な
が
り
の
基

礎
と
な
る
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
、
地
域

防
災
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係
者
に
よ
る

協
議
の
場
（
チ
ー
ム
会
議
）
の
設
置
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
チ
ー
ム
会
議
は
、
見
守
り
体
制
、

遠
野
市
防
災
計
画
に
係
る
地
域
の
役
割
の

整
理
（
避
難
支
援
・
避
難
所
等
）
、
行
政

及
び
関
連
団
体
と
連
携
し
た
支
援
体
制

（
組
織
体
制
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。
検
討
す
る
内
容
が
多

岐
に
わ
た
る
た
め
、
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
の
取
り
組
み
は
、

「
暮
ら
し
の
安
全
・安
心
、
地
域
防
災
」

み
な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
・
安
全
に
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
、

平
常
時
か
ら
の
住
民
相
互
の
協
力
体
制
（
つ
な
が
り
）

を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
い

た
だ
き
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
地
域

支
え
合
い
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
地
域
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
福
祉
課
支
え
合
い
支
援
担
当
）



▼
町
内
の
関
係
機
関
の
連
携
の
場

宮
守
町
支
援
調
整
会
議
は
、
町
内

の
援
護
を
要
す
る
高
齢
者
及
び
障
が
い

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自

立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
が
相
互
に
連
携
し
て
効
果
的
な

支
援
を
行
う
た
め
の
会
議
と
し
て
、
偶

数
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議

は
、
旧
宮
守
村
時
代
の
地
域
ケ
ア
会
議

が
元
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
一
年

九
月
よ
り
、
現
在
の
形
と
な
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

会
議
の
構
成
員
は
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
、
民
生
委
員
、
駐
在
所
、
町
内

の
各
地
区
セ
ン
タ
ー
（
宮
守
、
達
曽
部
、

鱒
沢
）
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

他
、
行
政
か
ら
は
、
消
防
、
遠
野
健
康

福
祉
の
里
の
保
健
師
お
よ
び
職
員
、
宮

守
総
合
支
所
の
福
祉
担
当
と
な
っ
て
お

り
、
日
頃
か
ら
高
齢
者
や
障
が
い
者
と

の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
方
た
ち
が
主

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

▼
多
職
種
で
情
報
を
共
有
し
、

支
援
方
法
に
つ
い
て
検
討

会
議
の
内
容
は
、
自
身
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
が
主
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
日
々
活
動
し

て
い
て
気
付
い
た
高
齢
者
の
ち
ょ
っ
と

し
た
変
化
や
、
支
援
を
続
け
る
中
で
の

課
題
や
悩
み
の
話
題
に
発
展
し
て
い

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、

出
席
者
間
で
情
報
を
共
有
し
、
支
援

方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、

様
々
な
職
種
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
に
結

び
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
下
図
参

照
）

▼
地
域
課
題
を
一
緒
に
話
し
合
い
、

福
祉
の
面
か
ら
地
域
づ
く
り

こ
の
会
議
は
地
域
課
題
（
困
り
ご

と
）
を
『
我
が
事
』
と
し
て
と
ら
え
、

住
民
自
ら
考
え
る
場
で
あ
り
、
か
つ
、

福
祉
関
係
者
や
行
政
な
ど
と
も
情
報

共
有
や
検
討
が
で
き
る
貴
重
な
場
だ

と
思
い
ま
す
。
会
議
参
加
者
だ
け
で

支
援
に
つ
い
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、

地
域
で
解
決
可
能
な
課
題
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
地
域
住
民
が
互
い
に
支
え
あ
う

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
ら
れ
る
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
小
さ
な
拠
点
」
に
よ
る
地
域
づ
く

り
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

既
存
の
会
議
を
上
手
に
活
用
し
、
福
祉

の
面
か
ら
も
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
今
後
も
積
極
的
な
会
議
運
営

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

4

※生活支援コーディネーターの活動を紹介します。

TOWN DATA

－ 宮守町 －
（令和３年５月末現在）

人 口 3,915人
（うち65歳以上人口 1,752人）

世帯数 1,527世帯
（うち高齢者一人世帯 ３６８世帯）
（うち高齢者二人世帯 442世帯）

支援調整会議は隔月開催となっており、進行は宮守総
合支所の福祉担当が行います。

「

宮
守
町
支
援
調
整
会
議
に
つ
い
て

」

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
宮
守

熊
谷

達
也


